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■セミナー概要

日米関係は最も緊密な二国間関係の
一つであり，関係者の努力により様々な
側面で交流が深化している．日米関係
の基盤である相互理解の増進のために
は，各種の交流活動の発展とともに観
光行動が果たす役割が増していると考
えられるところである．
このような状況を踏まえ，本セミナー
では，日本及び米国の国際交流関係者，
観光関係者等を招聘し，国際・観光交
流の現状，相互理解を深める上での課
題等を講演した上で，後半のパネルディ
スカッションにおいて，今後の国際交流
を深める上での旅行の在り方や，日米間
の国際・観光交流の更なる発展に向け
た関係者の取り組む方向等について活
発な意見交換が行われた．
当日は，杉山晋輔在アメリカ合衆国日
本国特命全権大使に来賓挨拶をいただ
くとともに，米国国務省，米国連邦議会
関係者，世界銀行，在米国日本国大使
館，日米友好団体関係者，観光事業者
など約120名の方に参加いただき，盛況
なセミナーとなった．
宿利会長の開会挨拶では，東日本大
震災の際の自衛隊と米軍による「トモダ
チ作戦」を通じた東北地方への緊急人
道救援活動，そしてその時の協力と友情
の精神を基盤とした「TOMODACHIイ
ニシアチブ」が紹介され，日米間交流の
持続的発展が継続していることを強調
した．また，IoT（Internet of Things）
の時代となっても人と人との交流や対面
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によるコミュニケーションが人間関係に
おいてもまた国際関係においても重要
な役割を担っていると述べ，本セミナー
が日米双方の関係者にとって有益なもの
となり，日米間における新たな時代の国
際交流・国際観光の在り方の有益な示
唆となることを祈念した．
杉山大使の来賓挨拶では，日米関係
というと安全保障や経済，条約など，外
交や法秩序に基づく関係が取り沙汰さ
れるが，日米関係はお互いの顔を見なが
ら友好関係を温めるべきものであり，そ
れは紙に書いた政策よりも力強い，とい
う考えが述べられた．また，自身の外国
生活経験や大使としての職務に触れつ
つ，ビデオや写真を見るだけではなく，
実際にその土地を訪ね，その土地に身を
置くという機会こそが私たちに国際交流
や相互理解により深い意味合いをもた
らしてくれるのではないかという示唆を
行った．
基調講演では，ノーマン・ミネタ元運
輸長官及び清野智日本政府観光局理事
長が登壇した．
ミネタ氏はまず，交通運輸は国際交流
や通商に欠かせないものであり，観光に
も大きく寄与していると述べ，日本の交
通運輸分野では特に高速鉄道が主導
的役割を果たしており，その高い安全性
や機能性から米国は多くを学ぶべきだ
と述べた．続いてミネタ氏自身の経験と
して，9.11という未曽有の事態にミネタ
氏の周囲で何が起こっていたのか，そし
て当時運輸長官としていかにして事態の
収拾を図ったのかについて，当事者でな
ければ決して語ることのできない臨場感
あふれる経験談が語られた．最後に，
国際交流を前進させるには「交通」と
「安全」を両立させねばならず，そのため
に我々は何をすべきかという問題提起
を最後に観衆に投げかけた．
清野理事長は，日本のインバウンドに

関する現状について講演した．日本は
2018年，3,119万人の訪日客が訪れたこ
と，今後の目標値として，2020年に
4,000万人，2030年には6,000万人の年
間訪日客を目指していることが紹介され
た．一方で2018年の年間訪日客の85%

がアジアから訪れていることを示しつ
つ，清野理事長は，「アジアからの訪日
客も大事にしながら他の地域のウェイト
をどのように増やしていくかが課題」と
述べ，アジア以外の地域へのPR施策と
して「Enjoy my Japan」と銘打ったプ
ロモーションキャンペーンを紹介した．
最後に，米国と日本の関係に触れ，米国
からの訪日客は増加しているものの，ア
メリカ大陸の外を訪れるアメリカ人がま
だ少ないこと（アジアを訪れる人は海外
旅行者全体の15%）を指摘し，合わせ
て，訪日客にとったアンケートで日本の文
化や四季を体験したいという人が増加
傾向にあることを示し，桜や紅葉，田舎
の風景なども積極的にPRしていき，また
訪日クルーズも今後強化していく意向も
示された．
続いてアビゲール・フリードマン氏の
進行の下，各パネリストからのプレゼン
テーションに続いてパネルディスカッ
ションが行われた．
「日本出身パネリストの米国初体験，
そして米国出身パネリストの日本初体験
はどのようなものだったか，そして何が
きっかけで米国または日本に戻ってくる
ことになったのか」という質問に対し，
島田公使は，約30年前にブラジルの領
事館で医務官をしていた父を訪ねるた
めロサンゼルスで乗り継ぎをした経験を
紹介された．アボット氏からは，ご主人
の仕事の関係で日本へやってきた直後
に東日本大震災が発生し，現場での災
害救援活動を経た後にTOMODACHI

イニシアチブを創設したことが語られ
た．小山田氏からは父親の影響で見始

めたアメリカ映画がきっかけでハリウッ
ド俳優の夢を抱き，大学時代に渡米し
て演技を学び夢を実現させたというエ
ピソードが披露された．オーディンシュ
ワルツ氏も映画がきっかけで日本に興味
を抱くようになり，Brand USAの仕事を
通じて初来日した際の話をされた．
続いて，「それぞれの国がもう一方の
国に好奇心を持った時，若者と交流に取
り組むうえでの課題は何か，それを乗り
越えるためのアイデアは何か」という質
問に対しては，アボット氏から，米国の
教育費の高さや日米の学校のスケジュー
ルの相違，日本の既存の就職活動のサ
イクルが障壁として挙げられた．また語
学が障壁の一つとなっている点も挙げら
れ，島田公使からは，日本語教師の減少
を食い止めるため，日本政府として米国
内の自治体レベルとの協議や協力を
行っていることが紹介された．
岡山出身の小山田氏への，「日本の大
都市以外の地域へ人々を引き付けるた
めにはどのようなことが役立つか」とい
う質問について，小山田氏は，小さな地
方都市ではとかく社会が保守的で，両
親，教師，友人たちに留学を反対される
ケースが多く，自らも同じ境遇だったと
述べ，もし周囲に海外を目指す若者が
いたらぜひ勇気づけてあげてほしいと
述べた．また，ハリウッドのセレブリティ
や国際的なバックグラウンドを持った人
に日本の地方都市に行ってもらい，ソー
シャルネットワークで当地の様子を発信
してもらうという活動を紹介し，若いフォ
ロワーにとっての良いロールモデルにな
ればと期待を寄せた．
このように日米間の新たな時代の国
際交流・国際観光の在り方につき本質
的なやり取りがなされ，今後の有益な示
唆となった．

（とりまとめ：高木大介）


